





























当職員による抽出）で 56 戸の農家から回答を得られた（回収率 65.9％）。本稿ではこの回答の中から有効回
答と判断した 54 戸について経営規模別に並べて掲載している。アンケートは 2006 年 11 月に実施したもの
である。アンケートの質問内容は個人情報（所得，家族の就業先等）が多く含まれ，なおかつ多くの農家に
対して追跡調査を実施したことから，10 年を経過してからの公表とした。本稿（Ⅱ）は水田三毛作農業を
1980 年代から 2000 年代に位置づけていることを理解されたい。
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まえて，日本における農耕文化の歴史的形態を示す貴重な農業遺産として位置づけるとと
もに，その存在形態と変容の過程を記述することを一つの目的としている。
　したがって，筆者（1991）が報告した論文の一部は 1985 年（昭和 60）から 2005 年（平
成 17）までの三毛作農業の変容を知るための一助として，本論文のⅤ章の中に加筆修正





















立たなくなってしまったのである。表 6に示したように，1970 年代には 1戸当たり飼養
頭数が 5～7頭であったものが，1980 年代には 11～12 頭へと増加し，乳牛飼養農家戸数
の減少と多頭飼育化が進行する。ちなみに 2010 年（平成 17）には乳牛飼養農家戸数は 10

























第 1種（%） 第 2種（%）
三原町 1975 年 2,355 513（21.7） 1,192（50.6） 650（27.6）
1985 2,254 488（21.6） 884（39.2） 882（39.1）
旧三原町 2010 1,878 551（29.3） 473（25.1） 854（45.5）
榎列地区 1975 561 133（23.7） 263（46.9） 165（29.4）
1985 523 112（21.4） 195（37.3） 216（41.3）
2010 334 97（29.0） 109（32.6） 128（38.3）
八木地区 1975 年 611 120（19.6） 320（52.3） 171（27.9）
1985 563 115（20.4） 229（40.7） 219（38.9）
2010 387 118（30.4） 75（19.3） 194（50.1）









榎列地区　1975年 240 1,634 6.8
1985 98 1,231 12.6
2010 16 416 26.0
八木地区　1975年 355 2,035 5.7
1985 202 2,258 11.2




































































拡大は農家番号 1農家も同様であり，所有耕地 100a 以上規模経営農家層の自立経営を図
るうえで重要な役割を果たしている。
　しかし，こうした規模拡大農家の農作業暦とそれによって生じる労働形態は，過重な労
働条件を生み出す結果を招いている。2番農家は 130a の水田に 5～6月に水稲を作付（兵
庫早生），9月に収穫，9～10 月にかけて 60a の水田にハクサイ（ほまれ），40a の水田に
レタス（サントス），30a の水田にキャベツ（金春）を定植，これらの野菜を 1～2月に収
穫後，2月には 130a の水田にタマネギ（ホーマー）を定植して 6月に収穫を行う。所有
耕地は 12 筆に分散しており，1筆（区画）ごとの水田の土地条件や労働効率を考慮しな
がらの作付が行われている。この農家では，水稲＋ハクサイ＋タマネギ，水稲＋レタス＋
タマネギ，水稲＋キャベツ＋タマネギの 3種類の三毛作体系が 12 筆の水田で行われてい
る。それぞれの時期の作物収益から，前稿（Ⅰ）の論文（表 4）をもとに所得の試算を行
うと，水稲；903,253 円，ハクサイ；1,240,950 円，レタス；1,934,676 円，キャベツ；
818,610 円，タマネギ；1,700,257 円，農業所得合計；6,597,746 円（1986 年）となる。あく











聞き取りによると農家番号 12～20 の農家は 1975 年までは水稲＋タマネギの二毛作体系に
もとづく経営が行われていた。また，1985 年には，所有耕地 120a 以上層（農家番号 12・
13）においてはレタス，ハクサイ，キャベツ等が新しい作物として導入作付されていたこ





よると 1975 年当時は日雇・パート的臨時雇用的職業に就業していたが 1985 年には恒常的
図 5　農家別収穫のべ面積と作物の関係（1985 年当時）―田野（1991）による
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表 4より所得試算を行うと，水稲；883,772 円，秋植えタマネギ；463,038 円，レタス（1
～3月収穫）；2,428,345 円，キャベツ；545,740 円，ハクサイ；620,475 円，レタス（4～5













1 専 140 410 h，o，c，l 6M・6F
2 専 130 400 o，h，c，l 5M・5F
榎 3 専 120 360 h，o，c，l 6M・6F・3M
4 1 兼 120 360 h，o，c，l 5M・5F・2M
列 5 1 兼 100 290 h，o，c，l 6M・5F
6 1 兼 100 280 h，o，l 5M・5F
地 7 1 兼 70 210 h，l，o 5M・4F
8 2 兼 70 190 h，l，o 5M・5F
区 9 2 兼 60 130 h，o 5M・5F
10 2 兼 50 120 h，o 5M・5F







12 専 150 420 o，l，h，c 5M・5F・3F
13 専 120 310 o，l，h，c 5M・4F
14 1 兼 100 250 o，l 5M・4F
15 1 兼 90 170 o 5M・4F
16 1 兼 70 190 o，h 6M・5F
17 専 60 150 o 5M・5F
18 2 兼 50 100 o 5M・5F
19 2 兼 40 90 o 5M・5F
20 2 兼 30 60 o 5M・4F
※ 1　専；専業，1兼，第 1種兼業　2兼；第 2種兼業 出所：聞き取り調査当時による
※ 2　h：ハクサイ，o：タマネギ，c：キャベツ，l：レタス
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ツその他の作物を組み合わせる対策が施されている。
　ところで表 8は 2006 年度における水稲・野菜の 10a 当りの生産費と収益性を示したも
のである。詳細はこれを用いて後半の農家経営内での所得を類推するが，ここではそれぞ
れの作物ごとにその所得に注目してみよう。水稲（米）に関しては，コストはあまりかか











表 8　水稲・野菜の 10a 当り収益性・労働時間（2006 年当時）
米 タマネギ ハクサイ レタス キャベツ
（キヌヒカリ） 10 月定植 2月定植 12～1 月収穫 12～2 月収穫 1～3月収穫
粗収益（円） 133,140 529,480 469,700 465,750 674,440 405,450
経営費（円） 81,717 251,132 232,899 209,512 253,249 184,210
所得　（円） 51,423 278,348 236,803 256,238 421,191 221,240
所得率（%）※ 38.6 52.6 50.4 55.0 62.5 54.6
労働時間 32 156 146 130 238 116
時間当り所得（円） 1,607 1,784 1,622 1,971 1,769 1,907
























































他で示したものが表 9-1 である。図 7-1 とあわせて考察してみよう。榎列地区における農
























キヌヒカリはライスセンター利用（51,423 円/10a）で 35,9961 円（70a），冬レタスは地域










（25）春レタス（3月～5月収穫）の 10a 当り所得試算は，あわじ島農業協同組合資料（前掲 21）によると，粗収益；
496200 円，経営費；196971 円，所得；299229 円，所得率；39.6％，労働時間；151 時間，時間当り所得；
1981 円となっている。
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　次に収穫のべ面積 210a の農家番号 13 についてみることにする。水稲はキヌヒカリ
（50a），冬レタス（60a），春レタス（40a），春キャベツ（30a），年明けタマネギ（30a）
の作付である。表 8のそれぞれの 10a 当たりの収益を参考に所得を試算すると，キヌヒカ
リ（51,423 円/10a）50a で 257,115 円，冬レタス（421,191 円/10a）60a で 2,527,146 円，春
レ タ ス（253,249 円/10a）40a で 1,012,996 円， 春 キ ャ ベ ツ（221,240 円 /10a）30a で
663,720 円，年明け（2月定植）タマネギ（236,803 円/10a）30a で 710,409 円となり，合
計試算で 5,171,386 円の年間農業所得が得られることになる。これは厚生労働省が発表す




















1 専 125 385 l，o，c，h 7M・5M・5F・2M 借地（20ａ）
2 専 128 380 l，o，h，c 7M・5M・4F・2M
3 専 127 379 l，o，c，h 7F・5M
4 専 110 370 l，c，o，h 7M・5M・4F 借地（30ａ）
5 専 115 328 l，o，c，h 6M・5F・2F
6 専 105 310 l，c，g 6M・6F 認定農業者
7 専 100 305 l，c 5M・5F 認定農業者
8 1 兼 100 290 l，o，c 7M・4M・4F
9 専 95 252 l，c，o 5M・5F 認定農業者
10 専 98 250 o，l，c，h 6M・6F・3F 認定農業者
11 専 96 240 o，l，h，c 5M・5F 認定農業者
12 1 兼 95 240 l，c，h 7F・4M・4F
13 専 85 210 l，c，g，o 6M・6F・3M 認定農業者
14 1 兼 80 160 c，g，h，o 6M・6F 認定農業者
15 1 兼 75 160 l，o，c 7M・3M・3F
16 1 兼 74 155 l，c，o，h 5M・4F 認定農業者
17 1 兼 70 140 o，c，h 6M・5F 認定農業者
18 1 兼 67 135 l，c，h，o 7M・7F
19 1 兼 70 120 o，c，h 6F・4M・4F
20 2 兼 55 115 l，o，c 5M・5F 認定農業者
21 1 兼 52 100 c，o，h 7M・4F
22 1 兼 48 95 o，h，c 7F・5M・5F 認定農業者
23 1 兼 45 94 o，h，l，c 7M・7F・4M・4F
24 2 兼 50 90 l，c 7M・7F
25 1 兼 50 82 o，h 7F・3F 貸地（20ａ）
26 専 45 81 o，c，h 5M
27 1 兼 45 77 o，c，h 6M・6F
28 2 兼 40 70 o 7M
29 2 兼 60 53 o，c，h 5M・6F・4F 貸地（15ａ）
30 2 兼 65 45 h 6M・6F 貸地（20ａ）
※ 1，専；専業農家、1兼；第 1種兼業農家，2兼；第 2種兼業農家 ―アンケート・聞き取り調査による―
※ 2，1；レタス，o；タマネギ，h；ハクサイ，c；キャベツ，g；グリーンボール
※ 3，5M；50 歳代男性，4F；40 歳代女性　数字は年代を示す
（26）厚生労働省発表による日本の全世帯一世帯当たり平均所得については，http://www.mhlw.go.jp/toukei/
saikin/hw/k-tyosa/k-tyosa5/　2018 年 1 月 20 日現在
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を入れるとその水準以上となる。同農家は平均以上の生産額を上げているので試算よりは























1 専 118 295 o，l，h，c 7M・6M・5M・3F
2 専 94 242 l，o 7M・7F・,4M 借地（15a）認定農業者
3 専 96 230 l，o 7M・6M・4M・4F 借地（50a）認定農業者
4 専 85 220 l，o，c，h 6M・5F・3M 借地（17a）
5 1 兼 83 215 o，l，c，h 7M・7F・4M・4F 借地（30a）
6 専 87 197 o，c，h，l 5M・5F
7 専 82 180 l，o，h 7M・7F 借地（40a）
8 専 80 170 l，o，c 5M・5F 認定農業者
9 専 85 170 I，o，c 6M・6F・3M 借地（13a）
10 1 兼 78 160 I，o，c，h 7F・4M・5F
11 専 70 155 o，c，h 6M・6F・3F 認定農業者
12 1 兼 72 145 o，h，c 7F・5M・5F
13 専 68 130 I，o，h 5M・5F
14 1 兼 70 128 o，c，h 8M・5F・2M
15 専 71 125 l，o 7M・7F 認定農業者
16 専 53 110 I，o 6F・4F
17 専 45 90 o，h，c 7M・7F
18 2 兼 35 76 o 5M・5F 貸地（20a）
19 2 兼 35 71 c，h 4M・4F
20 2 兼 70 70 o 5M・4F 貸地（20a）
21 2 兼 44 70 o 4M・4F
22 2 兼 25 55 o 6M・6F
23 2 兼 80 50 c 4M・3F 貸地あり（30a）
24 2 兼 90 46 o 7F 貸地あり（50a）



























　さてここで，榎列地区と同様にこれらの農家について図 7-2 とあわせて表 9-2 より営農
実態をみることにしよう。農家番号 18 および 20～24 番（営農類型Ⅰタイプ）は，1970
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取り協力の得られた農家番号 5番（収穫のべ 215a）の作付内容から表 8をもとに所得試
算を行ってみよう。この農家は 70 歳代と 40 歳代の 2世代にわたる労働力を保持し，30a
の借地による規模拡大を図っている。作付内容は，水稲（キヌヒカリ）；50a，タマネギ；
100a，レタス；55a，ハクサイ；10a である。所得試算を行うと，水稲（キヌヒカリ
51,423 円/10a）50a で 257,115 円，タマネギ（10 月定植 278,348 円/10a）50a で 1,391,740 円，
タマネギ（2月定植 236,803 円/10a）50a で 1,184,015 円，冬レタス（421,191 円/10a）55a
















60a で 2,527,146 円，春レタス（253,249 円/10a）20a で 506,498 円，タマネギ（10 月定植
278,348 円/10a）30a で 835,044 円，タマネギ（2月定植 236,803 円/10a）20a で 473,606 円



































































として位置づけられた時代，例えば 1991 年兵庫県のタマネギ作付面積は 2,905ha，収穫量






き取り結果を若干紹介しよう。前章表 9-1 榎列地区の農家番号 13 の N氏によると，タマ
ネギの収穫に際して，「午前 8時 30 分頃から午後 6時近くまで作業を行った場合，コンテ
ナ 1ケース 20kg として，60 歳代以上の高齢者では 25～30 ケース（500～600kg）の取り
扱いがやっとの状況」であると語る。また，表 9-2 八木・寺内地区の農家番号 7の T氏は，
「昭和の時代は軽トラックにコンテナを何段にも積んで運んだが，今は腰に負担がかかり
すぎて，えらい（疲れる）のでもっと軽い野菜に代わった。」と述べる。表 8で示した様に，








つつあるといえよう。前章でふれたように，全国的な 1世帯当たり平均所得（約 560 万円
―2005 年当時―）に並ぶ農業所得を三毛作農業で達成するには，榎列，八木・寺内両地



















































































　こうした水田三毛作農業の地域的担い手は，50 歳～60 歳代の夫婦 2人に祖父母，後継
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